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※各研修は、応募者多数の場合、締め切りを早めることや、先着順等で受講者を決定するこ

とがあります。 

     令和４年５⽉ 

研 修 名 ページ 申込期限 

パソコンスキル研修（基本操作編） P. 2 ６⽉ 17 ⽇（⾦） 

クリティカルシンキング研修 P.４ ６⽉ 17 ⽇（⾦） 

ワークライフバランス研修 

〜インバスケット de タイムマネジメント〜 
P.７ ７⽉ 15 ⽇（⾦） 

アサーティブコミュニケーション研修 P.９ ５⽉ 23 ⽇（⽉） 

レジリエンス研修 P.10 ５⽉ 26 ⽇（木） 

4 級職員研修（⾏政職等） P.12 ５⽉ 30 ⽇（⽉） 

部⻑昇任時研修 P.14 ６⽉ 24 ⽇（⾦） 

自主研究グループ活動への３つの支援のご案内 P.16 - 

 研修受講に関するお知らせ P.20 - 

LMS（学習管理システム）での申込⽅法 P.22  

今月号（令和４年５月号）掲載の研修一覧 

⽇程等の詳細については、各研修の掲載ページにてご確認ください。 
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本研修では、これまでパソコンをあまり操作することのなかった職員が、パソコンの基本操作や

Microsoft Office（Word／Excel）の使い方、さらにＬＭＳ(学習管理システム)の活用の仕方を学ぶ

ことで、パソコンへの苦手意識をなくし、業務の効率化とＬＭＳの積極的な活用を促します。 

 

 
  

職員一般（パソコン操作初心者で、神戸市の公用アドレス「氏名@office.city.kobe.lg.jp」を付与さ

れている職員）  約５０名（各日約 25 名） 

※外郭団体固有職員については、3,000 円の受講料・神戸市 LMS アカウント 

利用料（p20～21）が必要です。 
※外郭団体固有職員については、神戸市 LMS アカウントの付与対象外で 

あるため、申し込みの前に神戸市 LMS アカウントの付与を申請する 

必要があります。 

【外郭団体固有職員申請フォーム】 

<https://a4f55249.form.kintoneapp.com/public/f6297de4ddde9389fc190a5c3a769d880c9bf7
b6e7435ad6a68063921138873a> 

※会計年度任用職員、人材派遣職員の申請フォームは現在準備中のため、本研修はご受講できま 

せん。 

 

 

６月 28 日(火) 、6 月 29 日（水） 各日 13:00～17:30 

場所：職員研修所 （神戸商工貿易センタービル 22 階） 

 

 

講師：株式会社イナハラ   前川
まえかわ

 珠美
たまみ

 氏     他１名 

 
 
 

受講を希望される方は、右のコードもしくは下記の URL からお申し込みください。 

※締め切り後１週間以内に、ご本人と所属長（又は、受講者の服務について決裁権 

限を有する担当課長）宛に受講決定のメールをお送りします。 

※申込者多数の場合は抽選のうえ、６月 23 日（木）までに第２希望日への変更等 

について連絡します。調整の結果、いずれの日も受講できない場合がありますの 

で、ご了承ください。 

※研修時には、各自職場のＰＣを持参していただきます。ＰＣを持参できない場合は、研修所から 

貸出いたしますので、申し込みの際「ＰＣの貸出を希望する」にチェックを入れてください。  

ただし、ＰＣの貸出台数には限りがありますので、申込者多数の場合は持ち込みされる方を優先 

します。                          

【締切：６／17（金）】 

▼インターネット用 PC からアクセスしてください 

 http://www.city.kobe.lg.jp/a98228/kensyumoushikomi/kensyumoushikomi.html 

 

  パソコンスキル研修（基本操作編） 

１．目 的 

２．対 象 

３．日 時・場 所 

４．講 師 

５．申込方法 

初心者向け!! 
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時 間 内 容 

13：00 
13：05 

 
 
 

13：30 
 
 
 

1５：00 
 
 
 

16：30 
 
 
 

17：25 
17：30 

事務連絡 
パソコンの基本操作 

デスクトップ、ウィンドウ・マウス操作、文字入力、保存、 
Windows アプリの操作、ファイルとフォルダ 

 
Word 基礎 

ページ設定、文字入力、移動とコピー、書式設定、表の作成 
表の編集、グラフィックスの挿入、印刷 
 

Excel 基礎 
データ入力、オートフィル、移動とコピー、数式、書式設定 

 
 
LMS(学習管理システム)の活用法 

初期設定、研修の検索方法、研修の申込方法、受講方法 
 
 
事務連絡・アンケート回答 
研修終了 

 

※パソコンを持参される方は、「Word」「Excel」両方のソフトが入っているか確認してください。 

 ※事務処理用パソコンを持参される方は、LTE と必ず職員証をお持ちください。(市役所本庁舎勤

務の職員は、無線 LAN に接続できますので LTE は不要です。) 

※Word、Excel の操作のみをご希望の方は、神戸市 LMS 上の研修コンテンツを利用してください。 

 

 

 

（1）研修当日は自宅で検温し、37.5 度以上または平熱比 1 度超過の場合は、受講を見合わせてく

ださい。 

（2）その他、軽度であっても咳・咽頭痛などの症状がある場合は（1）に倣ってください。 

（3）研修中は、必ずマスクをご着用ください。 

（4）本研修は職務としてご受講いただきます。必要があれば諸手続き（出張手続・交通費の支給等）

をしてください。 

（5）外郭団体固有職員の受講料 各回 3,000 円 

     受講料は、研修プログラム終了後に送付する納付書により指定期日までにお納めください。 

（6）本研修は職務としてご受講いただきます。必要があれば諸手続き（出張手続、交通費の支給等）

を行ってください。 

（７）研修当日は、各所属で使用している名札をご着用ください。 

【行財政局職員研修所：村松・豊洲 Ｅ-mail：kenshusho@office.city.kobe.lg.jp】 

 

６．カリキュラム（予定） 

７．その他 
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クリティカルシンキングとは、「なぜ？」「どうして？」「本当に？」と物事の本

質を問う視点を持つことです。疑う姿勢が身に付くと、前例や固定観念に縛られ

ることなく、多面的に物事を見て、新しい仕事のやり方や考え方を生み出すこと

が出来ます。この研修は、グループ討議やケース討議を中心としていますので、

実践的に学べるプログラムとなっています 

前回、わかりやすく学びの多い研修だったと大好評でした㈱メンター・クラフ

トの河野講師に、今年はオンラインでご登壇いただきます。 

ぜひみなさまご参加ください！ 

 
 

ロジカルシンキングをベースに批判的かつ懐疑的に問題の本質にアプローチする思考法を学び、 

課題設定・解決の実践力を高める。 

 

職員一般（外郭団体固有職員を含む）、関西広域連合に加入する自治体で受講を希望する者 約 30 名 

 

※外郭団体固有職員については、５,０００円の受講料・神戸市 LMS(学習管理システム)アカウント利

用料（ｐ20～21）が必要です。 

※外郭団体固有職員、会計年度任用職員、人材派遣職員については、神戸市 LMS アカウントの 

付与対象外であるため、申し込みの前に神戸市LMSアカウントの付与を申請する必要があります。 

【外郭団体固有職員 申請フォーム】 

<https://a4f55249.form.kintoneapp.com/public/f6297de4ddde9389fc190a5c3a769d880c9bf7b
6e7435ad6a68063921138873a> 

 

 

日 時：令和４年７月１日（金） 9：00 ～ 17:30 

形 式：zoom によるオンライン形式  

 
 

株式会社 メンター・クラフト 河野 貴史（かわの たかし） 氏 

 

（略 歴） 

京都大学 工学部大学院 工学研究科を修了後、鉄鋼大手の川崎製鉄（現 

JFE スチール）に入社。研究業務効率化プロジェクトに携わるほか、新 

技術発掘プロジェクトを立ち上げ、主担当者として多部門のメンバーを 

マネジメント。グループリーダーとして部下を持ちながら、自動車部品 

向け材料開発を率いた後、農業用途における新規ニーズを発掘し事業化を 

実現。MBA（Bond University, Australia）取得を通じ、交渉術やイノ 

ベーション理論を習得。その後㈱メンター・クラフトで、管理職から中 

堅社員クラスのマネジメント研修をはじめとして、ロジカルシンキング、 

交渉術等の研修講師として活躍。 

 

 

 ～物事の本質を見極める力を身に付ける～ 

 クリティカルシンキング研修 
 

１．目 的 

２．対 象 

３．日 時・形 式 

４．講 師 

 
 

 

… 
… ？ 

⁉

！ 

オンライン開催！ 
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時間 研修手法 研修内容 

9：00 事務連絡  

9：05 

～ 

12：00 

講義 

グループワーク 

個人ワーク 

ペアワーク 

グループ間討議 

 1．スタートアップ 

 ２．なぜロジックが大切なのか 

  ＊ロジカルシンキングとクリティカルシンキングの違い 

  ＊問題解決の必須三要素 

 ３．論理的思考のツールと使い方のコツ 

  ＊MECE・ロジックツリーの考え方と使い方 

  ＊ロジカルワークショップ 

昼食・休憩 

13：00 

～ 

17：00 

講義 

個人ワーク 

ペアワーク 

グループワーク 

グループ間討議 

 ４．説得力を高めるロジカルテリング 

  ＊結論から伝える「結論ファースト・ポイントスリー」法 

 ５．クリティカルシンキングの応用 

  ＊本質要因追究と対策立案 5WHYs、3W1H、CP 

  ＊クリティカルな質問のコツ 

 ６．クリティカルシンキング実践トレーニング 

  ＊賛否両論（メリット・デメリット）から客観的に捉える 

  ＊ケースディスカッション（事前課題あり） 

 ７．まとめ・質疑 

17：00 事務連絡 受講報告書・アンケート記入 

 

 
 

この研修には事前課題がありますが、事前の提出は不要です。当日は、ご自身の控えとして 1 枚 

コピーしてご用意ください。受講決定後、事前課題シートを送付いたします。 

       

 

受講を希望される方は、神戸市 LMS にログインし、「クリティカルシンキング研修」を検索し、申

し込んでください。定員を超えた場合は、キャンセル待ち申込が可能です。 

【先着順 締切：６／17（金）】 

本研修は、オンラインで実施します。受講場所は職場・自宅いずれかを選択してください。 

研修効果の観点から、一人になれる静かな環境を確保するなどし、自席での受講はお控えください。 

※担当者・係長級職員については、申込にあたりマネジャー（所属長）の承認が必要です。 

※申し込み完了後、「件名:神戸市 LMS: 研修受講登録完了のご連絡メール (研修名: 【クリティカル

シンキング研修】 )が届きます。 
※受講決定した職員には、オンライン研修参加用の URL 等を別途メールで通知いたします。 

 

５．カリキュラム（予定） 
 

６．事前課題 
 

７．申込方法 
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（１）本研修は職務としてご受講いただきます。 

（２）外郭団体固有職員の受講料 《５,000 円》※一部のみ出席の場合も同額。 

受講料は、カリキュラム終了後に送付する納付書により指定期日までにお納めください。 

 

 

 

【 担当：行財政局職員研修所 藤田・豊洲 Ｅ-mail：kenshusho@office.city.kobe.lg.jp 】 

 

８．その他 

  

 

【注意事項】以下の受講環境を必ず確認してからお申込みください！！   

①各局に配布されているタブレット、もしくはご自身の PC 等を使用して受講して 

ください。（１人１デバイス） 

※事務処理用パソコンはカメラ機能が使えないため、ご受講できません。 

 ②PC をご使用の方は office ソフト(Word、Excel、PowerPoint)搭載のものをご準備ください。 

 ③ハウリング防止のため、イヤホンをご準備ください。 

 ④安定したインターネット環境を確保してください。 

 ⑤集中して受講できる環境を確保してください。（自席での受講はお控えください） 

 ⑥グループワークが多いため、1 日カメラを ON の状態で受講していただきます。 

重 要 
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         ワーク・ライフ・バランス研修 

      〜インバスケット de タイムマネジメント〜 
 
 

 

 

 

 

   

 
 

「常にいそがしく動き回っているにも関わらず生産性が上

がらない」や「いつも仕事に追われている」といった課題は

ありませんか？ 

この研修では、「インバスケット手法※」を題材に、優先順

位のつけ方や問題解決のプロセスなどを学びます。 

忙しくても仕事に振り回されない「わたし時間の見つけ方」

をぜひ習得しませんか。 

 

 

 

 

 

 

 

    
 

業務の優先順位のつけ方やタイムマネジメント術を学び、効率的に働く方法を身に付けることで、ワ

ーク・ライフ・バランスの推進を図る。 

 
 

   職員一般 （神戸市・兵庫県の職員） 40 名程度 
※本研修は、神戸市と兵庫県との合同研修として実施します 

 
 

   日 時：令和４年７月 29 日（金）９：30～14：30（12：00 ～ 13：00 昼休憩） 

   場 所：神戸市職員研修所（神戸商工貿易センタービル 22 階） 

 

 

 講 師：株式会社 インバスケット研究所 岸本 昌也（きしもと まさや）氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カリキュラム 

（予定） 

・インバスケットの基礎知識・評価のポイント 

・インバスケット演習（個人ワーク・案件処理） 

・案件の優先順位決定の基本を学ぶ（グループ演習） 

・問題解決力の習得（グループ演習） 

・スコアリングシートの作成（個人ワーク） 

・講評と今後職場でできる動機づけ 

１．目 的 

２．対 象 
 

３．日 時・場 所 
 

4．講 師・カリキュラム 
 

      兵庫県 
      & 

      神戸市 
 
 

合同研修 

（略 歴） 
2006 年、旧株式会社リクルート HR（エイチアール）マーケティングに

入社。大手企業から個人商店まで、年に 100 人以上の経営者に関わり採用・
教育をはじめとする人事関連コンサルティングに従事。 

2014 年、株式会社インバスケット研究所入社後、インバスケットコンテ
ンツの開発、試験のフィードバック業務を担当し、現在は講師をはじめ、大
阪カスタマーサポートグループを統括。 

採用、教育、組織の戦略立案に携わった経験とキャリアカウンセリングを
インバスケットに生かし、累計 5,500 名以上の企業管理職のステップアップ
をサポート。 

【※インバスケットとは】 

   「インバスケット」という言葉は、大きな箱の中に未処理の案件が雑多に詰め込まれている状態を意味し

ます。ワークでは、架空の人物になりきり、限られた時間の中で、より多くの案件を処理するにはどうすれ

ばいいかを考えます。インバスケットを使ったワークには絶対的な正解が存在せず、10 人の参加者がいれ

ば、10 通りの正解が存在します。この研修で身につくのは、仕事についての正しい知識や正しいスキルで

はなく、案件を処理するまでの思考プロセスと自身で判断を下すという経験です。 
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受講を希望される方は、神戸市 LMS にログインし、「2022 年度ワーク・ライフ・バランス研修イン

バスケット de タイムマネジメント」を検索し、申し込んでください。定員を超えた場合は、キャンセル

待ち申し込みが可能です。 

【先着順 締切：７/15(金)】 

※担当者・係長級職員については、申込にあたりマネジャー（所属長）の承認が必要です。 

※申し込み完了後、「件名:神戸市 LMS: 研修受講登録完了のご連絡メール （研修名: 【2022 年度ワーク・

ライフ・バランス研修インバスケット de タイムマネジメント】）」が届きます。 

                            
 

（1）研修当日は自宅で検温し、37.5 度以上または平熱比 1 度超過の場合は、受講を見合わせて 

ください。 

（2）その他、軽度であっても咳・咽頭痛などの症状がある場合は（1）に倣ってください。 

（3）研修中は、必ずマスクをご着用ください。 

（4）本研修は職務としてご受講いただきます。必要があれば諸手続き（出張手続・交通費の支給等） 

を行ってください。 

（5）研修当日は、各所属で使用している名札をご着用ください。 

 

【 担当：行財政局職員研修所 中川・豊洲 Ｅ-mail：kenshusho@office.city.kobe.lg.jp 】 

 

 

 

 

５．申込方法 
 

６．その他 
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感情をそのままぶつけるのではなく、相手を尊重した上で気持ちを言葉で表現し、自分の意見・要求を

伝えることができるようなコミュニケーションスキルを習得する。 

 

 

令和４年度新規採用職員および令和３年度年度途中採用職員のうち、受講を希望する職員 約 80 名 

 

  

日 時：Ａコース：令和４年５月 31 日(火)  ９：００～１２：００ 

Ｂコース：令和４年５月 31 日(火)   １４：３０～１７：３０ 

※ ２コースのうち、希望の 1 コースをご受講いただきます。人数に偏りが生じた場合調整 

させていただくことがございます。 

場 所：職員研修所（神戸商工貿易センタービル 22 階） 

 

 
①理論のレクチャーと自己点検（アサーティブとは何か・コミュニケーションパターンの自己点検 

アサーティブに向き合うときのマインドを学ぶ） 
②共通事例を使った伝え方の演習、率直に伝える、依頼する、協力を求める（自分の考えや要望を率

直に伝える・抱え込まずに早めに相談する・相手の依頼に適切に対応する） 
③相手を承認しプラスのメッセージを伝える（ほめること、ほめ言葉を受け取ること・自己信頼と自 

己ケア） 

 
 

特定非営利活動法人アサーティブジャパン 渡辺
わたなべ

 由美
ゆ み

氏 

（略 歴）  

 大学卒業後、人材サービス会社に長年勤務。教育部門の企画・運営・インストラクターとして、社内

外のコミュニケーション研修、販売力向上研修、ビジネスマナー研修などに携わる。現在アサーティブ

ジャパン認定講師として各種・講座を担当している。 

 

 

受講を希望される方は、下記のURL もしくは右のコードからお申込みください。 

※LMS での申し込みではございません       【締 切 ５／23（月）】 

▼インターネット用 PC からアクセスしてください 

https://www.city.kobe.lg.jp/a98228/kensyumoushikomi/r4asartivecommunication.html 

 

 

（1）研修当日は自宅で検温し、37.5 度以上または平熱比 1 度超過の場合は、受講を見合わせてく

ださい。 

（２）その他、軽度であっても咳・咽頭痛などの症状がある場合は（1）に倣ってください。 

（３）研修中は、必ずマスクをご着用ください。 

（４）本研修は職務としてご受講いただきます。必要があれば諸手続き（出張手続・交通費の支給等） 

を行ってください。 

（５）研修当日は、各所属で使用している名札をご着用ください。 

 

【担当：行財政局職員研修所 藤田・岩崎 Ｅ-mail：kenshusho@office.city.kobe.lg.jp】 

新規採用職員研修集中研修期間 

アサーティブコミュニケーション研修 

7．その他 

２．対 象 

３．日 時・場 所 

４．カリキュラム 

５．講 師 

６．申込方法 

１．目 的 
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困難な状況に立ち向かう強さや、出来事を柔軟に受け止める考え方、自らメンタルを立て直す方法を 

習得する。 

 

 

 令和４年度新規採用職員 約 160 名 

 ※社会人（氷河期含む）、福祉職、保健師、心理判定員採用の方は希望制です。 

 

  

日時：Ａコース：令和４年６月１日(水) ９：００～１２：００ 
Ｂコース：令和４年６月１日(水) １４：３０～１７：３０ 
Ｃコース：令和４年６月６日(月) ９：００～１２：００ 
Ｄコース：令和４年６月６日(月) １４：３０～１７：３０ 

場所：職員研修所（神戸商工貿易センタービル 22 階） 

 

 

①イントロダクション（レジリエンスとは何か、その必要性） 

②個人ワーク（心理テストやアセスメント） 

③レジリエンスの育て方、防衛機制について解説 

④個人ワーク（未来の自分への手紙） 

⑤認知行動療法の理解と実践 

 
 

株式会社研心音 中村
なかむら

 大輔
だいすけ

氏 

（略 歴）  

㈱株式会社研心音 代表 

犯罪心理学、裁判心理学を専門とし、刑事事件の分析や鑑定を行う。刑事施設内のグループワークの

開発、実践を 6 年勤め、保護観察所のスーパーバイザーも行っている。 

神戸新聞社運営のまいどなニュース記者として心理学の記事を担当。 

2020 年 9 月には株式会社研心音を設立。 

 

 

 

 

社会人（氷河期含む）、福祉職、保健師、心理判定員採用の方で、受講を希望される方は、神戸

市 LMS(学習管理システム)にログインし、「レジリエンス研修」を検索し、申し込んでください。

定員を超えた場合は、キャンセル待ち申し込みが可能です。 

【締 切 ５／26（木）９時まで】 

※申し込みにあたりマネジャー（所属長）の承認が必要です。 

※申し込み完了後、「件名:神戸市 LMS: 研修受講登録完了のご連絡メール(研修名: 【レジリエン

ス研修】 )」が届きます。 
 

新規採用職員研修集中研修期間 

レジリエンス研修 
 

２．対 象 

３．日 時・場 所 

４．カリキュラム 

５．講 師 

６．申込方法 

１．目 的 
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（1）研修当日は自宅で検温し、37.5 度以上または平熱比 1 度超過の場合は、受講を見合わせてく

ださい。 

（2）その他、軽度であっても咳・咽頭痛などの症状がある場合は（1）に倣ってください。 

（3）研修中は、必ずマスクをご着用ください。 

（4）本研修は職務としてご受講いただきます。必要があれば諸手続き（出張手続・交通費の支給等） 

を行ってください。 

（5）研修当日は、各所属で使用している名札をご着用ください。 

 

【担当：行財政局職員研修所 藤田・岩崎 Ｅ-mail：kenshusho@office.city.kobe.lg.jp】 

 

 

7．その他 
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①令和３年 4 月 2 日～令和 4 年 4 月 1 日付けで行政職給料表、医療職給料表（2）、消防職給料表

の新４級に昇格した職員 

②①以外で本研修を未受講、未了の４級職員 

③外郭団体固有職員で市の４級に準じる職員のうち、受講を希望する職員 
 

①②の対象者には、研修開始前日までに E メールにて個別にご案内をいたします。 

研修開始日が過ぎても、案内が届かない場合は、下記担当までご連絡をお願いします。 

   ※外郭団体固有職員については、1,000 円の受講料・神戸市 LMS（学習管理システム）アカウント利用料

（ｐ20～21）が必要です。 

※外郭団体固有職員については、神戸市 LMS アカウントの付与対象外であるため、申し込みの前に

神戸市 LMS アカウントの付与を申請する必要があります。 

【外郭団体固有職員申請フォーム】 

https://a4f55249.form.kintoneapp.com/public/f6297de4ddde9389fc190a5c3a769d880c9bf
7b6e7435ad6a68063921138873a 

                           【申込期限：５／30（月）】 

※上記①、②の対象者については、令和４年 7 月の昇給にあたって、当該研修の修了等も考慮する

こととなっていますので、必ず受講してください。 

 

 

研修名 研修形態 受講期間 

テーマ別研修 

「4 級職員の 

役割研修Ⅱ」 

 

e ラーニング 

 

 

5 月 20 日（金）～６月 30 日（木）の間に受講 

※ご受講前に神戸市 LMS の初期設定が必要です 

 

 テーマ別研修「4 級職員の役割研修Ⅱ」 

  【講  師】株式会社らしさラボ 伊庭 正康（いば まさやす）氏 

  【目  的】４級職員が、培った知識・経験を発揮し、円滑な組織運営に貢献できるよう、責任あ

るベテラン職員として係長等上司を補佐する能力を養います。 

  【カリキュラム】（約 2 時間 10 分） 

        第 1 巻 4 級職員に求められる役割と今の職場の問題を整理する（約 10 分） 

        第 2 巻 フォロワーシップの基本理解とセルフチェック（約 20 分） 

        第 3 巻 理想型のフォロワーになるためのポイントを確認（約 20 分） 

        第 4 巻 フォロワーシップの発揮法を解説 各ステップの解説＆問題の見立て方 

        第 5 巻 効果的な対策の仕立て方（約 20 分）          （約 20 分） 

        第 6 巻 提言、率先の方法（アクションの起こし方）（約 20 分） 

        第 7 巻 今後のチャレンジを決定および理解度チェック（約 20 分） 

  ※事前課題※ 

   本研修では、あらかじめテキストに書き込んでいただく事前課題がありますので、記入してから

ご受講ください。職員研修所への提出は不要です。（詳細は実施要領をご確認ください） 

 

 

 

４級職員研修（行政職等） 

２．概 要 

３．講師及びカリキュラム 

１．対象者 
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 ※次の研修については、別途ご案内をお送りします。 

（１） 基本研修（e ラーニング） 

     【受講期間】７月１日（金）～８月 31 日（水） 

     【カリキュラム】 １．副市長講話「4 級職員に期待すること」      約 10 分（予定） 

             ２．健康管理（行財政局厚生課）           約 40 分（予定） 

             ３．神戸市の障害者施策研修（福祉局障害福祉課）   約 30 分（予定） 

             ４．社会貢献動画                  約 10 分（予定） 

（２）テーマ別研修「4 級職員の役割研修Ⅰ」（集合研修）＜1 日間＞（9：００～１７：３０） 

【日  時】A コース：８月  ９日（火） B コース：８月 10 日（水） 

      C コース：８月 23 日（火） D コース：８月 24 日（水）（予定）  

【場  所】職員研修所（神戸市中央区浜辺通５-１-14 神戸商工貿易センタービル 22 階） 

【講  師】株式会社行政マネジメント研究所 大内 一敏 氏 

【目  的】４級職員としての立場と役割を再認識し、フォロワーシップ、後輩とのかかわ  

      り方、コミュニケーション能力、業務改善能力の向上を図ります。 

 

 

（１）外郭団体固有職員の受講料  

   テーマ別研修「4 級職員の役割研修Ⅱ」 １,000 円（e ラーニングのみ） 

受講料は、カリキュラム終了後に送付する納付書により指定期日までにお納めください。 

（２）受講には、インターネット環境が必要です。インターネットの環境が整わない場合や、職場で集

中して受講するのが困難な場合、職員研修所での受講も可能です。詳細は、個別にメールでお送

りする研修の実施要領をご確認ください。 

 

 

【行財政局職員研修所：中川・豊洲 Ｅ-mail：kenshusho@office.city.kobe.lg.jp】 

 

４．今後の予定 

５．その他 
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組織マネジメントの要諦である人材育成を中心に、組織運営やリスク管理、戦略的思考等の部長級職

員に求められるマネジメント能力の強化を図ります。 

 

 

令和３年 4 月 2 日～令和４年 4 月 1 日に部長級に昇任した職員（再任用を除く）。 

 

（※１）受講を希望される方(対象者②)は、神戸市LMS(学習管理システム)にログインし、「2022年度

部長昇任時研修」を検索し、申し込んでください。            【締切：6/24(金)】 

※申し込み完了後、「件名:神戸市LMS: 研修受講登録完了のご連絡 (研修名: 【研修名】 )」E

メールが届きます。 

 

 

  

日時：※下記Ａ・Ｂのいずれかの日程を受講 

 Ａ：令和４年７月 4 日（月） 

     Ｂ：令和４年 7 月 5 日（火） 

     各日とも９：００～17：30 

場所：職員研修所（神戸商工貿易センタービル 22 階） 

 

 
  

講師：（株）インソース 國村 卓司（くにむら たかし）氏 

 

株式会社インソース 國村 卓司（くにむら たかし）氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 対象者 受講講座 申込み その他 

部
長
昇
任
職
員 

① R３.4.２～R４.4.1 に

部長級に昇任した職員 

マネジメント能力向上研修 不 要 

(対象者へ個別案

内を送付します) 

６月初旬までに通

知が届かない方は

ご連絡ください。 

② 上記以前に部長級に昇

任した職員で、本研修未

受講者 

マネジメント能力向上研修 必要（※１） 以前に一部受講済み

の方はご相談くださ

い。 

２．対 象 

３．日 時・場 所 

４．講 師（敬称略） 

１．目 的 

（略 歴） 

1982 年 丸紅株式会社に入社。資金調達、外国為替業務に従事。 

1993 年 エネルギー科学プラント部に異動。プロジェクトファイナンス案件を担当。 
特にバングラデシュの国際官民協調肥料事業である KAFCO（カフコ） 
プロジェクトの事業立ち上げを担当。 

1995 年 KAFCO 社（バングラデシュ）General Manager，Finance 株主 
代表兼ファイナンス部門の長として経営の各種交渉役を務める。 
帰国後も問題事業案件担当課長としてプロジェクトを担当。 

2002 年 ジェイ・リファイン株式会社入社 経営コンサルティングに従事。 
2003 年 株式会社インソース講師に就任。 

 

 部長昇任時研修 
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1. 社会の変化と組織運営の在り方 

2. 組織人としての意識～部長として 

3. 環境の変化を認識する 

4. 組織戦略を考える 

5. 部長としての推進力・調整力 

6. PDCA による活動推進 

7. リスクマネジメント         ほか 

 

 

 

（1） 研修当日は自宅で検温し、37.5 度以上または平熱比 1 度超過の場合は、受講を見合わせてくだ 

さい。 

（2） その他、軽度であっても咳・咽頭痛などの症状がある場合は（1）に倣ってください。 

（3） 研修中は、必ずマスクをご着用ください。 

（4） 本研修は職務としてご受講いただきます。必要があれば諸手続き（出張手続、交通費の支給等） 

を行ってください。 

（5） 研修当日は、各所属で使用している名札をご着用ください。 

 

【行財政局職員研修所：藤田・柳瀬 Ｅ-mail：kenshusho@office.city.kobe.lg.jp】 

6．そ の 他 

5．カリキュラム内容（予定） 
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１．研修室の夜間開放  

 毎週水曜日の夜間（18:00～21:00）に研修室を開放します。 

⇒ご利用にあたっては、様式「自主研究グループ夜間利用登録申請書」をご提出ください。 

 

２．活動への助成等 
 
 自主研究グループ活動に対して、支援・助成を行います。支援を希望される場合は、様式「自

主研究グループ活動支援申請書」をご提出ください。 

  

３．グループのメンバー募集案内のイントラ掲載 
 

自主研究グループのメンバーを広く募集をしたい時に、職員研修所のイントラネットに、グル

ープ情報を掲載することができます。掲載を希望されるグループは、下記の掲載内容を職員研修

所まで、Ｅメールにてお知らせください。 

 

 

【掲 載 内 容】 

    ①グループ名、②テーマ名、③活動内容、④活動日・頻度、 

⑤主な活動場所、⑥グループ人数、 

⑦連絡先（代表者の所属、氏名、電話番号、メールアドレス） 

⑧募集にあたっての一言 

 
 

※その他、独自のグループ案内（任意様式）がありましたら、掲載いたします。 

※現在掲載中のグループについては、以下のＵＲＬをご覧ください。 

      

http://home.intra.city.kobe.lg.jp/11/16/kenshusho/keihatu/jisyukenkyu/index.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【担当：行財政局職員研修所 村松・豊洲 Ｅ-mail：kenshusho@office.city.kobe.lg.jp】 

積極的に自主研究しましょう︕ 

自主研究グループ活動への３つ支援のご案内 

時間外に研究活動を行う職員のグループへ、研修室の提供や助成を行っています！ 
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職員の自主研究グループ（勤務時間外の活動）に対して、毎週水曜の夜間に研修室（職員研修所）を提

供いたします。同期や有志の研究・学習グループ、職場を越えた政策課題や業務改善の自主研究等にご

活用ください。 

1 利⽤時間 

   毎 週 水 曜 日 18： 00～ 21： 00 （祝日・年末年始を除く） 

2 対 象 者 

職員の自主研究グループ 

   ・代表者が神戸市職員であり、概ね 5 人以上の市職員がグループとなって、勤務時間外に自主的

かつ継続的に、市政に関する事項（下記の支援対象を参照）に対して行う調査研究活動が対象

となります。 

 

 

 

 

 
※ 上記の対象者は「自主研究グループ活動支援」の対象要件を満たすグループにもなります。併せて

「自主研究グループ活動支援」の助成等の活用もご検討ください。 

3 利⽤⽅法 

① 「自主研究グループ夜間利用登録申請書」をＥメールで提出する。 ※各年度初回使用時のみ  

② desknet'sNEO「施設備品予約」より、研修室の仮予約をする。 

※利用日の 90 日前から受付いたします。 

 ③ 職員研修所が申込内容を確認の上、仮予約の期間終了後に、本予約処理を行います。 

   ※ 内容に不備がある場合等、本予約にできない場合のみ、職員研修所より「ダイレクトメッセ

ージ」にてご連絡いたします。 

   ※ 予約方法の詳細は、職員研修所のイントラネットに掲載しています。必ずご確認ください。 

http://home.intra.city.kobe.lg.jp/11/16/kenshusho/news/annai/index.html 

④ 利用当日、研修所職員から「利用マニュアル」を受け取り、これに基づき施設を利用する。 
 

4 利⽤上の注意 

①上記 2 の利用対象者であっても、次の場合は利用できません。 

・ 主として他団体の活動として行う場合、主として職員以外の方が参加される場合  

・ 単なる業務打合わせや会議 

② 職員研修所の主催行事や工事等の施設管理上の理由で使用できない日や時間帯があります。 

③ 喫煙室はありません。地下 1 階もしくは 13 階の喫煙場所でお願いいたします。 

④プロジェクター・ホワイトボード・マイク等の備品使用が可能です。但し、消耗品（ボールペン・

鉛筆・消しゴム・メモ用紙等の文具類・茶葉等）は利用者でご持参ください。 

⑤コピー機はご利用いただけません。 

⑥22 階には他テナントも入居していますので、エレベータホール等では静粛にお願いします。 

⑦苦情があった場合や上記の規定および職員研修所の諸注意を守らない場合は、次回より研修室の

利用をお断りすることがあります。 

 

【担当：行財政局職員研修所 村松・豊洲 Ｅ-mail：kenshusho@office.city.kobe.lg.jp】 

① 行政課題に関すること 

② 行政運営の効率化や業務運営の改善等に関すること 

③ 市民サービスの向上に関すること 

④ その他市政の推進に関すること 

 

 

１．自主研究グループへの研修室の夜間開放について 
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職員研修所では、職員の自己啓発の支援及び政策形成能力の向上に資するため、時間外に自主的に研

究活動を行う職員のグループに対し、支援・助成を行う制度を設けております。例えば、政策課題につ

いてグループで議論したい、国際都市職員として英語の勉強会を開きたい…等、職員としてのステップ

アップの機会に、ぜひ制度をご活用いただきますようご案内いたします。 

 

1 自主研究活動の範囲 

  代表者が神戸市職員であり、概ね 5 人以上の市職員がグループとなって、勤務時間外に自主的かつ

継続的に、市政に関する事項（下記の支援対象を参照）に対して行う調査研究活動が対象となります。 

 

 

 

 

 

 

2 支援の内容 

(１) 自主研究の実施に必要な研究会場の借り上げ費、講師謝礼、通信運搬費、資料印刷費等  

  の、自主研修の実施に必要な経費 

(２) 自主研究の実施に必要な講師、会場、資料等の紹介 

(３) その他市長が必要と認めるもの 

3 助 成 額 

  助成対象経費のうち、2 分の 1 以内の額を「自主研究グループ活動奨励金」として助成いたします。

ただし、1 グループ年間 5 万円が限度です。 

4 奨励⾦交付⼿続きの概要（詳細は以下の職員研修所のイントラネットにて要綱を参照してください） 

    http://home.intra.city.kobe.lg.jp/11/16/kenshusho/keihatu/jisyukenkyu/index.html 

 

各自主研究グループ  職員研修所 

①活動計画等決定 

②活動支援申請書の提出 

 

④調査研究の実施 

（活動内容等に変更がある場合はその都度

変更申請を提出） 

 

⑤奨励金交付申請書、支出、実施状況のわ

かる資料の提出 

（翌年 2 月末まで） 

 

⑦研究グループ活動奨励金交付請求書 

 の提出 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

③活動支援決定結果通知書による通知 

 

 

 

 

 

 

 

⑥審査後、交付決定通知書による通知 

 

 

⑧奨励金の支給 

 

（支援対象） 

① 行政課題に関すること 

② 行政運営の効率化や業務運営の改善等に関すること 

③ 市民サービスの向上に関すること 

④ その他市政の推進に関すること 

 

２．自主研究グループ活動への助成等について 
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 5 支援の申請 

  奨励金交付支援を希望する自主研究グループは、「自主研究グループ活動支援申請書」の様式にご

記入の上、下記までお送りください。 

  （申請内容等を審査し、後日、支援決定等を通知いたします。） 

※ 申請書等の各様式は職員研修所のイントラネットに掲載しています。 

※ 研修室の夜間開放を利用する場合は、「自主研究グループ夜間利用登録申請書」も併せてご提出くだ

さい。 

 

 

【担当：行財政局職員研修所 村松・豊洲 Ｅ-mail：kenshusho@office.city.kobe.lg.jp】  
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 各研修は、神戸市 LMS にログインし、当該研修のページから申し込んでください。申し込みにあ

たっては、必ず所属長の了承を得てから行ってください。(担当者・係長級職員が神戸市 LMS で申

し込みする場合は、申し込み後、マネジャーへの承認依頼が E メールで通知されます。) 

 神戸市 LMS へは、事務処理用 PC の場合、インターネット PC からアクセスしてください。ご自

身で所有する端末(PC、タブレット、スマートフォン)からもアクセス可能です。(通信料は個人負担) 

 

神戸市 LMS <https://lms-kobe.csod.com/> 

 

 

 

 

 

 

神戸市 LMS を利用するには初期設定が必要です。以下の URL からご覧いただけます。 

<https://www.city.kobe.lg.jp/a98228/lms_kobe/faq.html> 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 １．外郭団体固有職員の神戸市 LMS アカウント利用料 

（１）年間アカウント約 1,300 円 

※ ひとつのアカウントを、複数の職員で利用することができますが、同時利用はできません。 

※ 同じ集合研修に 2 名以上の職員で申し込む場合には、職員の数のアカウントが必要です。 

（２）一時アカウントひとつのコンテンツ(★)につき約 500 円 

★コンテンツとは、e ラーニング、学習教材、集合研修などを指す 

※ 同じ集合研修に 2 名以上の職員で申し込む場合には、必要数のアカウントが必要です。 

 

 

 

 

〇 LMS(学習管理システム)のアカウント利用料について 

研修受講に関するお知らせ 
 

〇 研修の申込みについて 
 

20

https://lms-kobe.csod.com/
https://www.city.kobe.lg.jp/a98228/lms_kobe/faq.html


 
 

２．神戸市 LMS を利用するまでの手順 

（１）専用フォームより申請 

<https://a4f55249.form.kintoneapp.com/public/f6297de4ddde9389fc190a5c3a769d

880c9bf7b6e7435ad6a68063921138873a>  

（２）職員研修所よりアカウント付与・ユーザーID 等のご連絡 

(通常、申請日翌日より起算して５開庁日以内)  

（３）利用者が初期設定を実施する  

 

３．その他 

費用は年度末に精算します。詳細は別途通知いたします。 

※ 5 月 31 日までは、「外郭団体派遣職員向け研修」の実施のために付与しているアカウントを利用

可能です。(神戸市外国語大学、神戸市看護大学、市民病院機構を除く)6 月 1 日以降の必要数に応じ

て専用フォームより申請してください。 

※ 研修受講にあたっては、神戸市 LMS アカウント利用料の他に、個別の研修の受講料、交通費が発

生します。 
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4.申込からの流れ .................................................................................................................... 8 
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12 神⼾市 LMS̲ILT セッション(集合・オンライン)申込⽅法 v1.docx 

 
 

1 当該研修へのアクセス 

2 通りの方法があります。 
1-1.カルーセル(赤枠)から選択する場合 
赤枠をクリックします。 
※集合またはオンライン研修(e ラーニング以外)の場合は、「イベント」と表示されます。
(⻘枠) 
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12 神⼾市 LMS̲ILT セッション(集合・オンライン)申込⽅法 v1.docx 

 
 

1-2.検索する 
右上か中央の検索バーに、研修だよりなどに記載の研修名を入力して検索します。 
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12 神⼾市 LMS̲ILT セッション(集合・オンライン)申込⽅法 v1.docx 

 
 

2.申込 

当該研修のページが開きます。 
「セッションの詳細」という表記で、実施日などの詳細が表示されます。 
「詳細を表示」の右をクリックすると、「申込」などが開きます。 
申し込む場合は、「申込」をクリックしてください。 
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12 神⼾市 LMS̲ILT セッション(集合・オンライン)申込⽅法 v1.docx 

 
 

トップ画面のカルーセルに表示させたい場合は、「詳細を表示」の一時保存をクリックして
ください。 

 
学習者ホームの一時保存に表示されます。 
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12 神⼾市 LMS̲ILT セッション(集合・オンライン)申込⽅法 v1.docx 

 
 

＜参考＞ 
「詳細を表示」をクリックすると、セッションの詳細が開きます。 

 
セッションの詳細を開いた画面です。こちらからも、申し込みや一時保存が可能です。 
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12 神⼾市 LMS̲ILT セッション(集合・オンライン)申込⽅法 v1.docx 

 
 

3.完了 

申込が完了すると、左下に表示が出ます。また、担当者・係⻑級職員が申し込んだ場合
は、マネジャーに承認依頼が E メールで発出されます。(到達までに最大 24 時間かかる場
合があります。急ぐ場合は、マネジャーへ別途お伝えください。) 

 
この画面で、申請完了の表示を確認できます。 
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12 神⼾市 LMS̲ILT セッション(集合・オンライン)申込⽅法 v1.docx 

 
 

4.申込からの流れ 

定員を超えている場合は、キャンセル待ちという扱いになります。(キャンセル待ちを受け
付けない研修の場合は、申し込みができません。) 

①神⼾市 LMS で申込もしくはキャンセル待ち申込 

↓ 

②(担当者・係⻑級職員のみ)マネジャーの承認 

※承認依頼 E メールが、申込後 24 時間以内にマネジャーへ届く。 
※急ぐ場合はマネジャーへ別途お伝えください。 
※E メールが、マネジャー承認後、24 時間以内に申込者へ届く。 

↓ 

③(ある場合は)事前課題の受講 

↓ 

④(オンラインの場合は)URL 等の通知(E メール) 

↓ 

⑤研修への参加 

※研修への参加を確認し、研修主催者が出席登録をします。 
↓ 

⑥(ある場合は)アンケート、自己課題の提出 
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